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Ⅰ．研究の背景と概要 

安全教育は、国語や算数のように、そのものだけを扱う教科等がないことから、様々な教科等と関連させながら

取り組むように、小学校学習指導要領（平成 29年告示）には記述されている。教科等ではないことから、安全に関

する指導のための時間の確保については、文部科学省が策定している学校安全の推進に関する計画において、10年

以上継続して課題として挙げられている。また、安全教育をより効果的に進めるためには、教科等横断的な視点で、

系統的・体系的に取組むことも求められているが、そもそも指導時間の確保が困難な中で、いかにして展開してい

くかは小学校現場においては、非常に大きな課題である。 

そこで、本研究では、小学校が安全教育を推進しやすくなるための安全教育実施状況評価シート（以下、「評価シ

ート」とする）を作成し、これを活用した評価システムの構築を提案することを目的に行った。 

評価シートの作成は、小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説各教科等に記述されている安全教育に関する内

容を抽出して行った。作成した評価シートについて、安全教育を先進的に進めている小学校や教育委員会、学会や

研究会等で広く配付を行い、意見聴取を行った。さらに、評価シートを活用した安全教育推進のための評価システ

ムについての提案を行った。 

Ⅱ．研究の成果 

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説各教科等の中から、安全教育に関する記述を抽出し、学年別、教科

別、安全教育の領域別（生活安全、交通安全、災害安全、現代的諸課題）に整理を行い、評価シートを作成するこ

とができた（下は3年生の一部を掲載）。また、評価シートについて意見聴取を行い、小学校や教育委員会からは、

見やすくてわかりやすい等の一定の高評価を得ることができた。さらに、評価シートを活用し、各校が系統的・体

系的な安全教育のカリキュラム作成を行いやすくするための評価システムについての提案を行い、多くの小学校や

教育委員会から理解を得ることができた。しかし、実際に評価システムを運用していくとなると、各教科の学習や

目の前にある課題への対応等に追われ、より効果的な安全教育の推進にまで手が回りにくい学校があることも改め

て認識することができた。 

本研究において作成した評価シートを、300部以上配付し、多くの学校や先生方に目にしてもらうことができた

のは、大きな成果であると感じている。しかし、実際の活用状況については現時点では明らかにすることができて

いないため、今後、本研究で配付した小学校や教育委員会に実施状況についてインタビュー調査を行う等して明ら

かにしていきたい。さらに、評価システムの提案についても、継続して発信し続けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１．安全教育実施状況評価シート ３年生用の一部 

図１．評価シートを活用した 
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